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令和７年度 大村市立西大村中学校 第７９回卒業証書授与式
令和８年３月１０日（火）、第７９回卒業証書授与式が挙行されました。
今年の卒業式もまさに、「生徒たちがつくる、生徒たちの力による、生徒たちの式」になりました。
３学期始業式で掲げた３つの目標のうちの１つ、「感謝・感動の卒業式をつくる」が見事に達成され

た瞬間でした。
まずは、３年生のリーダーたちが、「自分たちの本気の姿を後輩たちに見せたい」と立ち上がり、風

を起こしてくれました。これが、学年に広がり、やがて全校へと広がっていきました。
この儀式の中で、自分たちの姿や思いを表現できるのは、卒業証書授与の際の呼名と歌です。
卒業式が近まってきたある日、生徒会長をはじめ、これまで生徒たちを引っ張てきたリーダーたちが

校長室を訪ねて「朝からの合唱練習を認めてください」と嘆願にきました。３年生にとっての最後の挑
戦でした。もちろん、すぐそばには先生方の温かい見守りと支援の力がありました。
いや、すぐそばの先生方だけではありません。これまで出会った先生方も、遠く離れた場所から思い

を届けてくださり、生徒たちの背中を押してくれました。
その甲斐もあり、卒業生入場の拍手、国歌斉唱から、最後の３年生の歌まで、思いがこもった力強い

声が体育館に響き渡り、感動の卒業式となりました。
改めて、卒業した３年生と在校生となった１・２年生の皆さんに感謝します。「感謝・感動の卒業式」

をありがとうございました。
下には、卒業式までのそれぞれの努力の足跡を少しだけ紹介します。

「プライオン 思いを力に！」



「感謝・感動の卒業式」生徒代表の熱い思いを届けます

送 辞
寒さも和らぎ、春の訪れを感じる季節となりました。本日、このよき日にご卒業を迎えられた３年生の皆さん、ご卒業おめでとうござ

います。在校生を代表し、心よりお祝い申し上げます。先輩方と過ごした日々は、私たちにとってかけがえのない思い出です。入学した
ばかりの頃、不安と緊張でいっぱいだった私たちに、校舎での過ごし方や委員会活動の流れ、部活動での礼儀や練習の意味など、学校生
活の一つひとつを丁寧に教えてくださいました。失敗して落ち込んだときには、「大丈夫だよ」と声をかけてくださいました。その言葉
に、どれほど救われたか分かりません。時には厳しく注意してくださったことも、私たちを正しい方向へ導こうとする思いからだったの
だと、今、強く感じています。体育大会では、自分たちの練習時間を削ってまで、後輩の私たちに昼休みや放課後遅くまで応援を懸命に
教えてくださいました。隊形の整え方、声の出し方、気持ちのそろえ方まで妥協せずに向き合う姿は、最高学年としての責任そのもので
した。本番、ブロックを力強くまとめあげる背中は、私たちの目にとても大きく映りました。合唱コンクールで響いた「大地讃頌」の歌
声も忘れられません。３回目という経験の重みと、中学校生活最後の合唱コンクールにかける思いが、歌声をとおして伝わってきました。
練習時間が短く、私たちが悩んでいた中でも、３年生はそれを感じさせない完成されたハーモニーを響かせておられました。そして、そ
の姿は、来年の私たちにとって大きな目標となりました。やるべきときに真剣に、そして全力で取り組む３年生のようになりたいと、自
然に思える合唱でした。総合学習発表会も、強く心に残っています。地域の方々への感謝の気持ちを表わそうという思いのもと、大村市
の郷土料理の紹介や西大村中学校の環境について、CMづくりやパフォーマンス発表といった、それぞれの学びを形にして届けてください
ました。そして、深沢儀太夫勝清の一生を描いた演劇では、迫真の演技で会場の空気を一変させました。地域の方々や保護者の皆様、在
校生が見守る中、自分たちの言葉と表現で思いを伝える姿に、私たちは圧倒され、胸を打たれました。日々の学校生活においても、明る
いあいさつや真剣に授業へ向かう姿、地域の方々への礼儀ある振る舞いなど、３年生の皆さんは常に私たちの模範でした。その積み重ね
が、この西大村中学校の温かな雰囲気をつくってきたのだと思います。本校の合言葉である「プライオン 思いを力に！」。誇りを胸に、
明朗な人、期待される人、感謝できる人をめざすというこの言葉を、３年生の皆さんは行動で示してくださいました。皆さんが築いてく
ださった思いと伝統を、今度は私たちが引き継いでいきます。そして、この学校をさらによりよいものにしていくことを、ここに誓いま
す。３年生の皆さんのこれからの歩みが、希望に満ちた輝かしいものでありますよう、在校生一同、心よりお祈り申し上げ、送辞といた
します。 令和８年３月１０日 在校生代表 西平 早季花

答 辞
柔らかな春の光が差し込み、少しずつ春の訪れを感じる季節となりました。本日、私たちは卒業を迎えます。このような温かく、心の

こもった卒業式を開いていただき、卒業生一同、心より感謝申し上げます。
私たち１６８名がここまで大きく成長することができたのは、西大村中で過ごした１日１日の積み重ねのおかげです。これまでの３年

間を振り返ると、さまざまなことがありました。１年生。３年前の４月１０日、着慣れない大きな制服に身を包み、勉強についていける
か、友だちと仲良くできるかと、正直、期待よりも不安の方が大きかったこと、今でも鮮明に覚えています。そんな私たちのことを気遣
い、優しくリードしてくださった先輩方に憧れ、いつかはこのような先輩方のようになりたいと思いました。２年生。一番の思い出は修
学旅行です。鹿児島の知覧では、歴史と命の尊さを学びました。語り部の方の講演の後に、「大切なもの」を歌い、平和への思いを強く
しました。歌い終わったとき、語り部の方から、拍手とともに「ブラボー！」と言ってもらったのが印象的でした。また、鹿児島市内で
の班別自由行動では、準備段階からルートや時間配分を考えることに苦戦しましたが、どうしたら全員が納得できるのか話し合いを重ね
たことで、さらに絆を深めることができました。そして３年生。準備期間が短い中、「大村一」を目指した体育大会。保健体育委員長や
応援団長を中心に、全力で取り組みました。思うように指示が通らず、ブロックをまとめることができなかったり、熱量の差から練習が
うまくいかなかったりと多くの困難がありました。ですが、何度も話し合いを重ね、思いをぶつけあい、全員で乗り越えることができま
した。体育大会当日、学年関係なく互いの演技を全力で応援する姿は、西中生として誇りに思える姿であり、全員が主役でした。そして、
３年生全員で行った全員リレーとダンス。必死にバトンをつなぎ、「ライラック」を本気で踊り、歌ったあの時間は、まさに青春と呼べ
る瞬間でした。その瞬間を、私は一生忘れることはありません。部活動の集大成である中総体。日々の練習や試合でなかなか成果が見ら
れず、私はキャプテンとして、このままで大丈夫なのかと不安に押しつぶされそうになる日もありました。それでも本番では、大きなプ
レッシャーと向き合いながら、これまで支えてくれた人への感謝の気持ちを胸に全力でプレーしました。試合では３年間の努力を十分に
発揮することができました。そして、最後はこのメンバーと過ごせて良かったと強く感じました。「地域へ還す」をテーマに５つのコー
スに分かれて取り組んだ総合的な学習の時間。私は、ミュージカルコースに所属し、「深沢儀太夫勝清物語」で主人公である深沢儀太夫
勝清を演じました。発表会に向けた練習では、場面ごとにどのように演じれば思いが伝わるか悩み、自信を失いそうになることもありま
した。ですが、仲間と励まし合い、恥じらいを捨てて、本気で役になりきろうと決めた瞬間、自分の殻をやぶることができました。そし
て、本番では、努力の成果を存分に出しきり、最高の劇を届けることができました。みんなで心を一つにした合唱コンクール。今年は新
しい体育館での最初の合唱コンクールということもあり、どの学級も気合十分で臨みました。練習ではひとり一人の思いの強さから衝突
することもありました。ですが、何度も話し合いを重ね、「ここをアレンジしてみよう」「ここはもっと盛り上げよう」と前向きな声が飛
び交うようになりました。本番では、各学級が歌い終えるたびに響いたあの拍手は今でも強く私の心に残っています。在校生の皆さん。
私たち３年生が、こんなにも素晴らしい思い出をつくることができたのは、皆さんとともに歩んでこれたからです。本当にありがとう。
私たちは、西大村中学校をよりよくしたいと本気で思い行動してきました。その思いごと皆さんに託します。役目だけを渡すのではあり
ません。本気になる覚悟を一緒に引き継いでほしいと思っています。これからの西中を、どうかよろしくお願いします。常に私たちに寄
り添い、良い方向へと導いてくださった先生方のおかげで、私たちは今このような晴れ舞台に立つことができました。私たちは時に叱ら
れ、時に見守られながらここまできました。この３年間で、自分たちで考えようとする力を育ててもらいました。卒業しても私たちは迷
ってしまうと思います。そんなときこそ、先生方が私たちを信じてくれたように、私たちも自分の力を信じて、自ら考え、選んだ道を歩
んでいきます。本当にありがとうございました。保護者の皆様。家に帰ると「今日はどうだった？」と毎日のように声をかけ、悩みがあ
るときは、夜遅くまで話を聞いてくれました。自立したいという気持ちと、まだ甘えていたいという気持ちが混ざり、強く当たってしま
うこともありました。それでも、いつも私たちの味方でいてくれました。ここまで育ててくれて、本当にありがとう。３年生のみんな。
全てを語り尽くすには時間が足りませんが、数えきれないほどの思い出をみんなとつくりました。その一つひとつが大切で、最高で、幸
せなものでした。本当にありがとう。これからそれぞれの道を歩んでいく中で、辛いこと、苦しいこと、沢山あると思います。そんな時
には、西大村中学校で流した汗や涙、仲間と笑いあった日々を思い出してほしいと思います。今日はゴールではなく、大人への一歩にす
ぎません。黒土魂を胸に、新たな歴史を刻み続けましょう。私たちは１年生の頃、大切な仲間を亡くしました。当たり前だと思っていた
日常は、簡単に失われてしまう。だからこそ、そばにいる人の存在がどれほど大切かを改めて考えるようになりました。私たちはこれか
らも彼への想いを胸に、精一杯前を向いて歩き続けます。最後になりますが、お忙しい中、私たちのためにご出席くださいましたご来賓
の方々、保護者の皆様、在校生の皆さん、卒業生一同、心よりお礼申し上げます。西大村中学校のますますのご発展を祈念して、答辞と
させていただきます。 令和８年３月１０日 卒業生代表 山口 翔大


